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［意見］

火星の運河について

天文月報2017年8月号，p. 545に，火星の運河につ
いての記述がありました．火星の運河が地球から望遠
鏡で見えるためには，望遠鏡の分解能から考えて，運
河の幅が100 kmか200 kmはないといけないが，そ
のように幅広い運河が存在するとは考えられない．地
球の運河のような幅が20 mとか30 mのものが地球か
ら見えないことは誰にもわかることである．したがっ
て，運河は存在しない．要約すると，このような内容
だったと思います．
ところが私の認識するところでは，火星の運河（水

路）そのものが地球から望遠鏡で見えると主張した人
はいなかったと思います．見えるのは，運河からの灌
漑によって運河の両側にできた緑地帯（植物地帯）だ
という主張でした．これでしたら地球から望遠鏡で見
える幅があっても不自然ではありません．
最終的には，探査機による写真には，運河そのもの
も植物地帯のようなものも写りませんでしたので，運
河は存在しないという結論です．ただ，運河の存在を
主張した人々が望遠鏡の分解能も知らないような無知
によって運河が見えるという主張をしたわけではない
ことは，申し添えておく必要があると思います．

 佐藤健（広島県廿日市市）

訃　　報

会員の石丸友里氏は2017年11月18日にご逝
去されました．満50歳でした．ご冥福をお祈り
申し上げます．
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